
p27 広報あいなん

　神
無
月
愛
南
文
芸

はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。

※上記情報は、広報誌掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。
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8月受付分（敬称略）

地区名 子の名 保護者

8月受付分（敬称略）

地区名 亡くなった方 享年


